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	報 告 者 氏 名
	萩野　佳恵

	大 会 名
	ヨーロッパ大会

	開 催 地
	ポルトガル　タヴィラ

	大 会 期 間
	2011.07.02　～07.10


	開催地域の様子
	ポルトガルは紀元前よりローマが支配していた国。開催地タヴィラはローマ人によって建てられた港で、町もこじんまりして、わかりやすく、治安もよいリゾート地だった。選手の宿泊施設は町から離れていて、買い物ができる場所もなく、不便だったが、サポーターの宿泊施設は街中で、レストランもあり、買い物もできた。　

	宿泊場所
	サポーターの宿泊施設は、ハーバーから渡し船で1分という選手の宿泊施設から、車で約10分のところにあった。一部の国は、選手・サポーターともに、こちらの施設に泊まっていた。自家用車で来ている人も多かったが、そうでない人はホテルの準備したマイクロバスに乗っていた。一応各国乗車予約は事前に行っていて、時間になるとエントランスに集まるという様子であった。食事は、朝のみで、夜はホテルでビュッフェか、近くのレストランを利用できた。朝の食事は一般的なビュッフェスタイルで、特に地元の料理ではなかった。室内も清潔で、サービスはとっても良かった。館内は英語が通じ、特にトラブルはなかった。

	大会のサポーターへの対応は
	選手のいる場所への入り口にゲートを設け、選手とコーチ陣以外の入場を禁じていたため、サポーターの動きに制限があったが、問題ない範囲であった。

	選手たちの

 コンディションは？
	長旅の割には調子を崩す選手もなく、とてもラッキーだった。レース自体は毎日2レースとのんびりしており、ハーバーと宿泊施設が近いため、負担が少なくて済んだと思う。食事も問題なかった。

	サポーターとして気をつけたことは？


	リゾート地での開催で、食事もホテルもプールも快適で、ともすれば、リゾート気分に流され、精神面でレースになるのかを心配したが、選手と接触することがほとんどできなかったので、コーチ達にお任せしっぱなしの大会であった。スポーツドリンク等の買い物をで、不足が生じないよう、配慮した。

	海外の選手を見て感じたことは？
	ヨーロッパの選手は、選手数も多く、比較的近くから来ているので、リラックスしているように感じた。特に、上位を占める国の選手は、コーチ、選手が直前までリラックスしていて、旗が揚がった途端に、レースのメンタリティに変わっている感じであった。切り替えが上手いように感じられた。コーチ同志も他の国とも顔見知りの様子であった。

	日本の選手を見て感じたことは？


	常に言われることでるが、やはり外交的ではない。ヨーロッパ人は結構日本に興味を持っているので、交流のチャンスはあるだろうが、積極的に関わるには、語学力とヨーロッパに対する知識が少ないように思えた。レースでもそれが影響していたように思える。

	Spare dayの過ごし方は？
	今回スペアデイはなかったため、周辺の散策もできなかった。ポルトガルは日本と関係の深い国だけに、子どもたちが感じることも多くあったと思うと残念だった。

	日本チームとして

の課題
	ヨット競技はあくまで個人の競技なので、チームの意味が見えにくい。選手各々のテーマはあるが、それはチームのテーマではない。チームの意味は、今のところ、弱いながら、それぞれの集団で自然発生的にできてくる。今回の選手4人は元々仲が良かったので、お互いの個性を知っていた分、付き合い方を身に着けており、取りあえず和やかであった。お互いへの配慮は十分感じられた。個人競技にチームで取り組む場合、レースのモチベーション含め、ムードメーカーのようなリーダーがいるであろう。
大人の役割分担については、当初より田中さんからのアドバイスが十分であったので、それなりにスムースであったと思う。

	ＪＯＤＡへの要望
	事前の説明もよく、段取りで困ったことはなかった。しかし、これは海外派遣のベテランの田中さんがチーム内にいたからであろう。これを一般化することができたらいいと思う。

	その他
	特になし


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

